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近年めざましく発展しつつある宇宙地球科学
に対して1995年に大学院修士課程宇宙地球科学
専攻が理学研究科に設立されました。（1）宇
宙惑星進化学講座、（2）極限物質学講座、
（3）自然物質学講座の三つの大講座からなっ
ています。それらには基礎宇宙物理学、X線天
文学、赤外線天文学、惑星科学、地球物理化学、
固体地球科学、極限生物学などが含まれていま
す。1996年には大学院重点化により入学定員も
28名に増員されました。博士課程は1997年から
発足しました。
本専攻の教育と研究は基礎物理を重視してお

り、宇宙地球科学の実験的及び理論的研究は物
理学専攻と緊密な関連をもって行われています。
本専攻の目的は宇宙や惑星、地球内部また色々
な極限状態等で、幅広い時間と空間座標で起こ
る自然現象を、新しく開発した手法を用いて解
明することにあります。そして、伝統的な天文
学や地球物理学とは異なった視点から、現代物
理学の成果を基礎にして宇宙と地球の相互関連
を明らかにします。これらの科学から得られた
知識は21世紀の地球環境問題、生命起源や将来
の人類の生活などの研究にも関連しています。

[教 授]
川村 光 近藤 忠 佐々木晶 芝井 広
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波多野恭弘 松本浩典 中井光男（協力講座）
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[准教授]
植田千秋 大高 理 佐伯和人 谷口年史
寺崎英紀 林田 清 久冨 修 廣野哲朗
藤田 裕 山中千博 湯川 諭 横田勝一郎
坂和洋一（協力講座）
バイオッティ ルカ（特任准教授・兼任）

[助教]
青山和司 桂 誠 河井洋輔 木村 淳
境家達弘 富田賢吾 中山典子 野田博文
松尾太郎

研究はグループ単位で行われており、その研究内
容については、グループ紹介を参照してください。

就職紹介に関しては物理学専攻と共通して行わ
れています。

＊その他
大学院生の募集は年2回行われています。

物理学の基礎的原理の習得から宇宙・地球へのマ
クロな展開を総合的な視点で把握することに重点
が置かれています。観測、計測についても最先端
技術の積極的利用と新しい手段の開発を目指して
います。素粒子・核物理学は宇宙の誕生、進化や
太陽系形成等の学問分野と特に関係し、物性物理
学は宇宙空間、惑星内部及び地球内部の極限条件
化での物質合成や物性の研究と深く関わっており、
密接な研究協力が行われています。

宇宙地球科学専攻は、従来の天文学、地球物理
学、鉱物学、地質学、生物学の境界領域の研究を
基礎科学の知識を土台にして総合的におしすすめ
る新しい専攻です。地球環境問題に象徴されるよ
うに、人間の諸活動の自然に及ぼす影響が無視で
きなくなり、人間の活動と自然の調和が強く求め
られている現在、基礎科学の素養を持ちつつ宇
宙・地球の全容を把握できる人材の輩出が強く求
められているといえます。
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波多野 恭弘（教授）、湯川 諭（准教授）、青山和司（助教）
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